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異種 の 天蛾 の 交尾 の
一 例

江 　　崎

堀

　白然の1「犬態に於て 、 異種の 昆蟲 の

間に壓々 雜交の起 る こ とは 周知の事

贇で あ 匂、 卩寺に異属叉は異 科の 昆蟲

ヒも之を見 るごとがあ る 。 本邦に於

け る 飢知b）例に就ては、私 （江碕）が

嘗七報告 しtcこ とがあ る 。（9 叉天 蛾

顛 （Sphingidae）
『
に 於て は迩 似の種 額

「

の簡に 自然的に叉は人 爲的に 雑交を
’

起 させ 、 且雜樋を作 り得・る例 が非常

に た くさん知 られて ゐ る。 木邦産 の

種に於
一irは此の如 き例 は著者等の 寡

聞 な る 範圏では 未だなii・ 様で あ る

が．この こ とに就ては 長野菊次郎氏

が述 べ て居 る 。〔
！

）外國の もの lt關 し

て は夥 しい數の文獻があ わ、 著者の

知つ て ゐる もの だけで も、一々 こ れ

悌　　三

　　　彳告

交尾 して ゐ れ異種の 天蛾 の 標 本

　 上 Mttcroglossa　bo1’tbyic；vas　BoISDUVAL・

　　 ヒ メ ク V ホ ウ ジャ ク ♂・

　下 　 H （cenierrlie
．
vi　 radiams 　W ．a 　lc　FR ・

　　 ス キ バ 素 ウ ジ ャ ク ♀．（江崎寫ff）
’

巳

を列擧する ことは到 底不可 能で ある 。 頃 目著者の 兩名は偶然面白き一例を觀

察 したの で ． ここに 其報告 に及ぶ次第で ある勹

　昭和四年 （1929） 五月十六 日 、 筑前國若杉山に探集に 赴 9 、 そ の 歸途既に

夕刻に近 く下山の際、偶 々 叢間か ら異樣な蛾が飛び出た したので、能 く見 る

とホ ウジャ クの 類の交尾 した もので ある こ とを知 り、 著者等兩名は追ふ こ と

（1）　　江嚇 三
一 昆蟲 の 撤 の 三二三 の例1：就

一
（　（昆 蟲世界 、　XXVt　p．2ユ7−221， ユ921）

（
・
） 長 野 菊次耶一 天蛾科 の雑種 て桂園漫 録 〕 （昆 蟲世 界・ x ・ii・　P・ユ91−197・ 1913）
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數十 メー トル に して漸 くこれ を描痩 しナニ。 捕笈後漸11寺1こ して 彼等は 網の中で

分離 したの で 、 別 々 に毒瓶に 入れ て殺 しナこ 。 殺 しナこ後に覯察する と 兩叡 ま紛

れ もな く別の種獺で 、

　　　　　〃 4‘胆 gゐ∬ abo 〃’〜秒〜〜1フts　BOISDUVAL 　　 ヒ メ ク ロ ホ ウ ジ ャ ク　♂

　　　及 　勲 6丿〃 9甥 如φα radiaiss 　W 」tLK 熙 　　　ス キ パ ホ ウ ジ ャ ク ♀

の 2 種であつ た（附圖參照）。
か くと知 つ た ら、 卵 を塵ませ て飼つ て見た ら面

白か ら うと思 つ た が 、 既 に後の祭 りで あつ た 。 標本は共 に多少 傷ん で ゐ た が、

種類の 同定 に は勿論十分 であ つ テこ 。 （ユ929 ・VII・1）・

ガ ロ ア 厶 シ の 食 餌

　1929 年 4 月 8 日探集の ガ ロ ア ム シ 2 頭を唯殺 して しまふ の も物足 りない

の で
、 飼 つ て 見よ うと思うた 。 が 、 さて、何 を 隻は せ たらよい のか と迷つ 弛 。

古川晧男氏が白嫌を 食は せて見た らと言は れた こ とを思ひ出 し 、 早速附近を

篠 して數十頭を得t ， 先づ第一の ガ ロ ア ム シ に 1 頭を與 へ 喪所 、 始め1ま見向

き もしなか つ t二が、や がて近寄つ て來て ．頻 りに觸角で觸 れて ゐテこが、白蟻

が動き出す と俄 然飛びか か つ て食ひつ き頭部を殘 して みるみ る中 に食ひ盡 し

た 。 第二 の ガ ロ ア ム シ も同隣であつ ナこ。 そ して 雨方共 10 頭程 隻つ て大 分満

腹 らし く見えk の で 、先 づ成功 と、その 日は打 切りに した 。 これは 1929 年

4 月 10 日の ことで ある。

　それか ら1 日に 5 頭乃至 10 頭位食はせ て ゐた が 、
6 月にな つ τ 白蟻が得

に く くな つ た の で 1 日 3頭位に減 らした 。

　 7 月に入つ て 白蟻が盆 々 缺乏を告けたので 2 日置き位に食はせ ナこ所、7 月

13 日に至 つ て邃に全 く艶れ仁。 飼ひ始めてか ら約 97 日 生 きて ゐた譯に な

る 。 之 に よれば一年位飼ふ のは容易であ らうと思ふ 。

　又 ． 河田黨氏は蟻の 幼蟲で飼はれた さ うで ある6 單に 白蟻ばか りで な く、

他に種 々 な もので飼ふ ことが出來 るであ らう。 （朝比奈 正二郎）　
’『

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


